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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年6月20日(2013.6.20)

【公表番号】特表2012-524826(P2012-524826A)
【公表日】平成24年10月18日(2012.10.18)
【年通号数】公開・登録公報2012-042
【出願番号】特願2012-506573(P2012-506573)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  71/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  71/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/30    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月30日(2013.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー材料、硫酸バリウム、および水を含んでなる部品を含むパッケージにおいて、
前記ポリマー材料が次式
【化１】

［式中、ｔ１およびｗ１は独立して０または１を表し、ｖ１は０、１または２を表す］
の繰り返し単位を含む、パッケージ。
【請求項２】
　前記部品は、少なくとも０．２０重量％の水を含有している、請求項１に記載のパッケ
ージ。
【請求項３】
　ｔ１＝１、ｖ１＝０、およびｗ１＝０である、請求項１または２に記載のパッケージ。
【請求項４】
　水の硫酸バリウムに対する重量％の比率が、０．０１～０．２の範囲内にある、請求項
１～３のいずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項５】
　前記部品は移植可能なプロテーゼである、請求項１～４のいずれか一項に記載のパッケ
ージ。
【請求項６】
　硫酸バリウムの重量％の、前記ポリマー材料の重量％に対する比率が、０．０４より大
きく、かつ０．４より小さい、請求項１～５のいずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項７】
　前記部品は、少なくとも０．３０重量％の水を含有している、請求項１～６のいずれか
一項に記載のパッケージ。
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【請求項８】
　前記部品中の硫酸バリウムの含量は少なくとも８重量％である、請求項１～７のいずれ
か一項に記載のパッケージ。
【請求項９】
　前記部品は、１重量％未満の水を含有している、請求項１～８のいずれか一項に記載の
パッケージ。
【請求項１０】
　前記部品は無菌である、請求項１～８のいずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項１１】
　前記ポリマー材料が、少なくとも４ＫＪｍ－２のノッチ付きアイゾッド衝撃強度（試験
片８０ｍｍ×１０ｍｍ×４ｍｍ、切り込み０．２５ｍｍノッチ（タイプＡ）、試験温度２
３℃、ＩＳＯ　１８０に準拠）を有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載のパッケ
ージ。
【請求項１２】
　前記部品は整形外科用移植片である、請求項１～１１のいずれか一項に記載のパッケー
ジ。
【請求項１３】
　前記部品中の硫酸バリウムの含量は少なくとも１３重量％である、請求項１～１２のい
ずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項１４】
　前記部品は動的安定化ロッドであり、または人工股関節に用いられるためのものである
、請求項１～１３のいずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項１５】
　前記硫酸バリウムが、０．１～１．０μｍの範囲のＤ１０粒径；０．５μｍ～２μｍの
範囲のＤ５０粒径、および１．０μｍ～５μｍの範囲のＤ９０粒径を有する、請求項１～
１４のいずれか一項に記載のパッケージ。
【請求項１６】
　ポリマー材料および硫酸バリウムを含む部品の衝撃強度を向上させるための方法におい
て、内部に含まれる水のレベルを増大させるために前記部品を処理する工程を備え、前記
部品の処理は活性処理を含んでなり、前記ポリマー材料は次式
【化２】

［式中、ｔ１およびｗ１は独立して０または１を表し、ｖ１は０、１または２を表す］
の繰り返し単位を含む、方法。
【請求項１７】
　硫酸バリウムおよび前記ポリマー材料を含む前記部品の中の水の重量％が、少なくとも
０．１０重量％、かつ１重量％未満であり、前記部品の中の硫酸バリウムの重量％が、少
なくとも１０重量％、かつ３０重量％未満であり、および、前記部品の中の前記ポリマー
材料の重量％が、少なくとも４０重量％である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記部品は、８０℃を超える温度、および大気圧よりも高い圧力での処理を受ける、請
求項１６または１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記部品は、少なくとも０．２０重量％の水を含有している、請求項１６～１８のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　ｔ１＝１、ｖ１＝０、およびｗ１＝０である、請求項１６～１９のいずれか一項に記載
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のパッケージ。
【請求項２１】
　前記部品は、１重量％未満の水を含有している、請求項１６～２０のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項２２】
　前記部品中の硫酸バリウムの含量は少なくとも８重量％である、請求項１６～２１のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　硫酸バリウムの重量％の、前記ポリマー材料の重量％に対する比率が、０．０４より大
きく、かつ０．４より小さい、請求項１６～２２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記部品は移植可能なプロテーゼである、請求項１６～２３のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項２５】
　前記部品は整形外科用移植片である、請求項１６～２４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記部品は、少なくとも０．３０重量％の水を含有している、請求項１６～２５のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ポリマー材料が、少なくとも４ＫＪｍ－２のノッチ付きアイゾッド衝撃強度（試験
片８０ｍｍ×１０ｍｍ×４ｍｍ、切り込み０．２５ｍｍノッチ（タイプＡ）、試験温度２
３℃、ＩＳＯ　１８０に準拠）を有する、請求項１６～２６のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項２８】
　前記部品中の硫酸バリウムの含量は少なくとも１３重量％である、請求項１６～２７の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記部品は動的安定化ロッドであり、または人工股関節に用いられるためのものである
、請求項１６～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記硫酸バリウムが、０．１～１．０μｍの範囲のＤ１０粒径；０．５μｍ～２μｍの
範囲のＤ５０粒径、および１．０μｍ～５μｍの範囲のＤ９０粒径を有する、請求項１６
～２９のいずれか一項に記載の方法。
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